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営業実施日：１１月２日（土）、５日（火） 
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 調査実施日 

  平成２５年９月４日（水） 

 

 ○ミケランジェロ展では、子どもが 

  多く来館（１６，０００人）。 

 ○学校等で子どもへの周知を行った 

  結果、家族で来館するリピーター 

  が数多く見られた。 

聴き取り調査の概要 



聴き取り調査の分析 

○開催期間の直前に情報を提供すること
で岡倉天心展への意識を植えつけるこ
とが重要。 

○普段、美術館に縁がない人に足を運ん
でもらうには仕掛けが必要。 

○普段、美術館に縁はないが、他の年代
を巻き込む波汲効果が期待できる年代
を対象に、美術館への来場を促す仕掛
けを開催期間の直前に行うことが大切。 

 



○子どもを引きつけることができれば、
そこを起点に家族の来場などより大き
な波及効果が期待できる。 

○子どもへの来場を喚起するには、美術
館へ足を運びたくなる仕掛けが重要。 

○子どもを対象に岡倉天心をテーマとし
たスケッチ会を開催し、スケッチを美
術館で展示することで子どもの来場を
促す。 
 

営業対象者（選定理由） 



活動内容 

１ 事前広報活動 
 ・スケッチ会の開催内容と申込用紙をセットで 

   各公民館・児童館・県立図書館に配布 

２ スケッチ会開催（11/2） 

 ・旭公民館にて、パネルによる岡倉天心の事前説       

  明の後、スケッチを実施 

 ・参加者に美術館のチラシと割引券を渡す  

３ 県立美術館にて展示（11/9～11/24） 

 ・描いていただいた絵を県立美術館で展示 

   



１ 事前広報活動 

  スケッチ会開催のチラシを配布 

  ・配布したチラシ（公民館・児童館・県立図書館に配布） 

チラシ（表） チラシ（裏） 申込用紙 



２ スケッチ会当日① 

パネルによる事前説明 



２ スケッチ会当日② 

スケッチの様子 



３ 展示の様子① 

福井県立美術館にて展示 



３ 展示の様子② 

スケッチ会の様子も一緒に展示 



 ・配布チラシの総数   140枚 
 
 ・配布先       公民館 7か所 
             児童館 6か所 
                       県立図書館 
 
 ・スケッチ会参加者  4家族 10名 
        （子供：6名 保護者：4名） 
 
 ・配布した割引券   20枚           
 

 

営業行動の成果 



○スケッチ会の募集チラシを近隣や公
共施設に配布することで、広く県民に
岡倉天心展を周知できた。 

 

○スケッチ会で割引券を 20枚配布す
ることで、岡倉天心展へ家族で来場し
やすくした。 



○成功点 
 

 １  参加型の企画 
     ― 通常のＰＲより強い印象付け 
 

 ２  岡倉天心をスケッチの対象に 
     ― 子どもの関心を強く惹きつける 
 

 ３  家族での参加 
     ― 美術館への確実な来場を期待できる 
 

 ４  スケッチ会チラシの作成＆配布 
     ― 岡倉天心展を周知する役割も 
 

企画や実践の成功点および要改善点 



○要改善点 
 

 １  周知・募集期間が短い 
 

  2  会場、事前申込制について 
     ― 中央公園の岡倉天心像を活かしたかった 
       当日参加許容による人数増加の可能性 
 

 ３  ＰＲ方法の拡大 
         ― 学校と協力、ＴＶ、プレスリリースの活用 
 

  ４   評価方法 
       ― スケッチ会による集客効果が不明 
 



○子供（親子）を対象とした参加型
イベントの開催 
 
・事前のイベントの中でPRを行う 
 →一般的な知名度の低い企画はままある 
 イベントをきっかけに興味を持ってもらう 
 
・参加者への特典（作品展示・大幅な割引等） 
 →子供から親、家族に来場の波及をねらう 
 

今後の文化施設が行う営業活動への提案 


